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個別報告論文 [163J 

農産物直売所における購買行動の特徴とj妄頭マーケティング方策

1. はじめに

農産物霞売所は，農業者における新たな販売チャ

ネルとして，また，地産地消の推進や地域農業の活

性化に向けた手段として，その役割への期待が大き

い.しかし近年，各地で多数の農産物直売所が設

立される中，r百舗聞の競合により売り上げが低迷す

る等，その運営をめぐり厳しい環境に直面する

所も生じてきている.

このような中，食料品を対象とした消費者の購買

行動については， !高頭で購入磁品を決定する非計掴

購貨の比率が高いこと等が切らかにされてきている

(中嶋・河野 [2J) また，食品への消費者ニーズが

多様化する中，特別栽培農産物や新規品目，伝統野

菜等従来の農産物と異なる新たな特性を持つ農産物

の生産に取り紐む産地が増加してきている. このこ

とは，農産物の販売に際して，商品そのものの品質

向上に加え，パッケージの工夫やPOPによる情報

提示を通し， これらの商品特性を伝えていくことの

重要性を示唆している.

しかしこれまでの農産物直売所における青巣物

を対象とした先行研究で、は，アンケート調室等によ

る消費者意識の分析が主流であり，商品購入行動を

左右すると考えられる締畏時の消費者の意思決定過

程を具体的に把握した研究は少ないり

なお，藤井らは，農産物直売所での販売実

験により，認証農産物を対象に POPによる情報提

示効果を切らかにしてきた.しかしそこでは，

POPによる情報提示の内容が消費者の購買持の意

思決定に与える影響を把握していない.

以上の問題意識から，本研究では，滋賀県下の農

産物産売所において，消費者の購買行動の特徴及び

POP等による情報提示が購買行動に与える影響を

明らかにする.
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2.方法

(1)調査対象l苫舗および被験者

調査対象広締は滋賀県北東部中山間地域に位呈す

る道の駅に併設されたS直売所(年間売上高約1憶

24二万丹)であり，休I:Jを中心に途方からの来広割

合が高い観光立地型の農産物直売所である(図1).

調査は，利用頻度の区分に応じ，事前に協力を依頼

した消費者34名(女性)2)を対象に， 2005年 11月

21 ~ 22 El， 2006年 11月 17~ 18 El iこ実施した.

(2)調査方法

本研究では，農産物底究所における消費者の給実

行動の特質や購買意思決定に対して POPの情報提

示内容が与える影響を，被験者の視点，購買時の内

観発話(プロトコノレ)，購買品目等に関するデータ

をもとに解析する

具体的には，①被験者にアイカメラ 3)及びICレ

コーダな装着し， !苫内で想ったことや考えているこ

とを発話しながらの購買を実施，②購買終了後，被

験者にアイカメラの映像を見せながら， !rs内で思っ
たことや考えたことを:再度発話してもらうりという
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ものである.得られたデータをもとに，消費者の応

舗内での移動，商品選択持の視点の動きや商品選択

に当たっての発話内容等の把握を通して，購買時の

意思決定過程を解析した.また， POP等を利用し

た情報提示に関する笑験区を設け，広頭マーケティ

ングによる情報提示が消費者の購買行動に与える影

響を分析した

3.結果と考察

(1)購買行動の特徴

被験者に事前に購入予定商品を設問しその内容

を，計画購買(製品及び製品クラスレベノレの計画性

のある購買)とし，それ以外の内容を非計画購買に

分類した.なお，被験者は，利用頻度に応じヘビー

ユーザー(月 2回以上利用)，ミドルユーザー (2今

月に l@]~月 2 回未満)， ライトユーザー (2ぅ月

に 1回未満)に区分した.その結果，全体には，製

品レベルの計画購買が少なし属性別ではライト

ユーザー，商品分類別で、は加工品で、こうした傾向が

顕著であった(表1).

次に， R返品選択時に消費者が何を見ているかをア
イカメラの被点データから把握した.その結果，生

鮮品，加工品ともに商品自体に視点が滞緩している

が，陪i待にPOPやノfッケージ・ラベルによる外部

情報にもかなり視点が行っていることが明らかと

なった(表 2). 

さらに， ICレコーダにより取得した発話データの

舟容を，在庫状況や料理，具体的な用途を想起する

「需要想起J，地域特産や地元産等(地域)，価格，

表 1. 購買行動における計廼性

oi闘!硲14:(%) 非言十商務資
長主性 区分

(%) 製品レベノレ 製品クラスレベル

主主治一品 17.6 12.0 70.4 
全体

加工品 3.0 4.5 92.5 

生鮮品 22.4 12.1 6;;.5 
ヘビーユーザー

加工品 7.1 10.7 82.1 

生鮮品 23.5 。。 76.5 
ミドノレユーザー

加工品 25.0 。。 75.0 

't鮮品 13.0 14.5 72.5 
ライ rユーザー

加工品 0.0 0.0 100.0 

参考〕 λーパー 生産手品 34.0 7.0 59.0 

注:1) 2005年・ 2006年調ままで得られた被験者 34名の需品質

品目 203品目について作成したものである.

2)音I'i頂締買は，製品は，品目までの回答があった場合，
製品クラスは，例lえば，主E菜類等の回答があった場
合に区分している

3)利用頻度のほ分は以下のとおり

ヘビーユーザー:月 21目以上， ミドルユーザー・月 2

回~2 ヶ月に l 閉， ライトユーザー :2ヶ月にl回未満

4)スーパーは，中嶋可!野のデータを引用 [2J

表 2. 商品選択時の視点の滞留時間

校三・1)2005年調査でアイカメラのデータによる分析が"l

能であった被験者 11名の商品選択i侍の視点、軌跡か

ら，各場所に視点がある時間(滞留時間)を集計

し作成したものである

2)被験者 11名の勝良品目全体 (49品目)の平均値

である

表 3. 商品選択時に考慮した情報内容

商品選択時に考慮したfh毅(%)

商品区分 品数 ~rfTÌ喜;}:怨起 地主主 商品条件 衝動性

在庫 料深 用i主 特産地元産 価格 鮮度 品質 規格機能性隊料 名前 i脅好 珍しさ

生鮮品 31 19.4 51.6 3.3 3.3 9.7 42.0 。。 70.9 45.1 6.5 3.2 12.9 9.7 

ウチ定番品目 24 25.0 45.8 4.2 4.2 8.3 41.7 。。 70.8 45.8 4.2 0.0 12.5 。。
ウチ新綴品目 。。 71.4 0.0 0.0 14.3 42.9 。。 71.4 42.9 14.3 14.3 14.3 42.9 

加工品 24 。。 4.2 33.3 25.0 25.0 29.2 12.5 66.7 16.7 12.5 20.8 12.5 8.3 41.7 

注:1) 2005年調交被験者 13名の製品クラスの計繭購買商品及び非計画総資隣入商品 (55品目)の発話データを整理して

作成したものである

2)ここでは，発話記録をもとに，被験者が言葉を発したことをもって「考慮j した情報と見なした.表中の数績は，

商品選択l時にそのことを発話した被験者の割合を表す

3)生鮮占誌は，J'E番品自・商品がお常的に使用されており，既に多くの情報が取得されている商品(例:大根，人参，

白菜，椅等)，新規品目 商品がB常的に使用されておらず，馴染みが薄い商品(商品例:オレンジカリフラワー，

ハヤトウザ，伊吹大根等)に区分した

(164) 
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鮮度，品質等(蕗品条件)，個人的なIf養好や珍しさ

に起因する「衝動Jvこ区分して整理した.その結果，

色鮮品では，商品条件の各要因(品質，規格，価格等)

が考慮されていたが，その中で，定番品目は， r料理j，
「在庫j，新規品目は「料理j，r珍しさ」が考慮され
る都合が高かった.一方，加工品では品質」に

加え， r珍しさj，r用途j，r地域型j (特産，地元産)
の要因を考慮する割合が高いことが特徴であった

3). 

以上のことから，対象とした農産物直売所におけ

る購買行動は，①製品レベルで、の百十爾購買比率が低

く，②POPやラベル等による情報取得が多く，③

i海面!1選択に際してはJ品質jJ価格J，r規格J等「商
品条件Jに加え， r j:也域性jや「料玉県jJ珍しさjJI啓
好j等情報を関連させながら購買行動が行われてい

ることが明らかとなった. このことは，今後の応舗

運営に欝し， POPの表示内容を工夫するなどJ;Sm'{

7 ーケティングによる対策を講じ， ~I~計眠購買を促

進させることの有効性を示唆するものといえる.

(2) POPの表示内容が購買行動に与える影響

生産者や産地による応頭マーケティング方策のー

っとして農産物の POPの表示内容を工夫していく

ことが考えられる.そこで， POPの内容が消費者

の注視(アイカメラデータから収集)，印象・惣起(発

話データから把握)，納豆の有無等に与える影響を

解析した.

なお，このようなPOPの内容は，表示を見なくて

も磁品に関するi育報が既に取得されている定番商品

よりも，新規潟品において消t望者により影響を与え

ると考えられることから，既に野菜類としてEI常的

に使用され，かつ，これまでになかった商品として

サラダカブと赤軸ホウレンソウを対象にした(表4)

表4. }高頭マーケティング実験室の設定内容

対象 | 試験区(内容)

赤114b 標準区(商品特性POP)

ホウレンソウ j試験区(商品特性・調理写真POP)

!標準区(商品特性・調理写真POP)

サラダカブ[試験区(商品特性・調理写真POP+シー
ノレ・ネーミング変更)

注 滋賀;県!思是E没2業技術t振辰輿センタ一内際湯でj栽伐;塙惰した溺託
言をと供試した.
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1)外観が異なる新規品包(赤斡ホウレンソウ)

青果物においては，従来の野菜と河様の形質を持

ちながらも色など外観が異なる新規品院が栽培され

る場合も多い. このような新規品目においては，商

品特性や謂理の具体例を提示することが有効と考え

られる そこで，商品特性を簡単に示す標準POPを

前提に，試験区として調理に関する説明及び写真を

付加したPOPが購買行動に与える影響を検討した

(図 2).

その結果，試験区は，標準区に比べPOP注視率

が高く，売り場滞留時間及び当該POPへの視点滞

留時|習が長かった.なお，当該商品購入率はPOP

注視者で高かったが，被験者全体では，試験i玄が標

準区を下由った (~13，図 4) 5). 

また， プロトコノレデータから「赤納，赤1!4hJ，r赤
い茎j等色の違いや「ゃあー，生で食べられるって，

このまま食べられるってJ，アクがない， これし、い

わj等POPによる情報取得が商品の評価に影響を

ゑ同

①商品特性(標準125:) ②商品特性+調恕写真(試験反)
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白筏根底<1m品特性) {際品特性・斜写真POIっ

国3.POPのチェック率・注視率と購入率(赤軸

ホウレンソウ)

1:1: : 1) 2006年認査でアイカメラデータの分析が可能で
あった 20 名の実験区f.告品I~! >， IJ場所の:視点ìltlL跡， I総

頁デ タから作成したものである(探i¥li!3:8ぞ"
試験区 12名).以下， 12(16も同じ

2)大Trllら [6Jの定義により，チェック(簡単チエツ
ク)，注祝(念入りチェック)に区分した.

3)チェック率=チェック人数/被験者会，注視ネ=注

祝人数/被験者，注視者購入率=購入者数/註=視者，

被験者購入率=購入者数/被験者を表す 以下，

j豆J6も問じ
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注:2006年調査でアイカメラデータの分析が可能であっ
た20名の祝点軌跡から，実験区の商品煉列場所及び
当該POPvこ観点がある待問(滞至近i待問)を集計して
作成したものである(襟準区8名，試験IR12名).

表 5.プロトコルデータの事例

家に赤J民主はなかった

れるし

赤i納，赤桜1，赤i納ホウレンソウ.主主Lコ一生主金主主金三
て. このまま食べられるって.赤取hホウレンソウ.

サラダホウレンソウや あっ，何，茎がちがうんか?茎

が赤いんか?アクがない. これいし、ゎ

注 2006年調査における応頭マーケティング試験区での
被験者4名の発話内容を整淫したものである 下線

が提示したPOPに関速する発話である

与えることが確認された(表 5).

以上のことから，外観(色)が異なる新規品目で

は， POP による情報提示が「消費者に選択・購入

を検討させるjという点で一定の機能を右すること，

この場合，商品特性に加え，料理方法の情報を付加

することで，注視が増加するという点で，情報取得

が活発化すると考えられた

2)外観が同ーの新規品目(サラダカブ)

サラダ、カブは，外観は通常のカブと同ーであるが

生食が可能であり，食味が異なる特性を有する.こ

を前提に，試験区では，さらに既存商品との違いを

訴求するアイキャッチ型シールの付加(ピンク色，

ハート型5cm)及びネーミングの変更(サラダカブ

→ピーチカブ)が購買行動に与える影響を検討した

(図 5).

その結果，標準区では，売り場での滞留時間が短

く， POPの注視率が低く，商品の購入率も皆無で

あったのに対し，試験反では，売り場での滞留時間

が長くなり， POP注視率及び当該荷品の購入塁手が

向とした(図 6，間 7). 

なお，サラダカブの商品選好の際の視点移動を分

析すると，売り場通過後の早い時間十こ視点がまず、

シールに行き，その後，商品及びPOPに移動する

パターンが多かった(図8). このことは， ピンク

の色彩でピーチカブという商品名を記載したシール

が，消費者の最初のアイキャッチを得るという点で

効果的であったことを示している.

さらに，プロトコルデータから「サラダだったら

食べてみょうかム「生で食べれてサラダ用……(省

11洛)……中央厚めに切ってくださいj等POPによ

る情報取得及び「ピンクはおいしそうでかわいい

しム「ピーチとラベルにかわいい言葉が書かれてい

たj等、ンールの色・形状及びネーミングが被験者の

感性に訴求することで，当該商品の評価に影響を与

えていたことが分かる(表 6). 

1;)、とのことから，外線が向ーの新規品種では，シー

ル等を利用した視覚的訴求が「消費者の注意を引くj

機能を，また， POPによる商品特性・調理方法の

情報提示が「消費者の選択・購入を検討させるJ

能を有しており，このことが当該商品の販売促進に

も寄与していると考えられた. また，以上の結果，

農産物においても、ンーノレの色・形状，ネーミングを

利用した感性マーケティング 6)が手J効となること

令塔M孝弘i督討さ主寵露翁11常吉宅t.
+，霊罷鎗会委争等4言語霞錫とし主ご欝鎗〈箆ど主計特

①商品特伎・調理写真POP ②シール

のように外観が変わらない商品では，消費者に対し 留5.使用したPOP及びシール

て通常の高品との違いを訴求する工夫が必要と考え 注・試験IRでは，商品名をピーチカブに変更したPOPを
られる そこで，標準POP(商品特性+調理写真) 使用した.
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陸6.POPのチェック率・注視率と購入率

(サラダカブ)

i:I: : I翠3の注1). 2)に同じ

劉8.視点移動パターン(サラダカブ)

主主:試験区で，アイカメラデータによる詳細な分析が可能

であった被験者の視点軌跡から，代表的な視点移動ノf

Fーンを示した5名の試験区商品絞列場所通過後5秒

間の視点軌跡を集計し作成

を示唆している.

以上の実験から，農産物直売所においては， POP 

等を科用した情報提示が有効て守あり，それらを工夫

することにより f潟費者の注意を引きつけるj機能，

f消費者に選択・購入を検討させるJ機能を発持し

ていくことも可能になると考えられる.

なお，J白頭マーケティング方策として， POP等

により提示する情報は，新規品目では，商品特性や

(167) 

探士整区

試験E互 25 

20 40 60 80 

05秒以内 口5"'10秒 D 10---20秒 自20秒以上

鴎7.売り場での滞留時間(サラダカブ)

1曲
(覧)

注:2006年調査でアイカメラデータの分析が可能であっ

た20名の視点軌跡から実験区の商品隊列場所?こ視点

が滞留している時間を集計して作成したものである

(主主導区8名，試験区 12名).

表6.プロトコルデータの事例

注:試験区でアイキャッチ製シーノレに視点が移動した被

験者4名の発話内容を族主I!したものである F線(1

2立線)が提示したPOPに泌速する発話，下記長 (2A線)
が、ンーノレ・ネーミング変更に関連する発話である.

調理方法が効果的であり，特に外観がi可ーの新規品

目では，既存品積との違いを視覚的に訴求するため

のシーノレ等消費者一の注意を引きつけ

あること等が磯認された η

4. 今後の課題

本研究では，観光;立地型の良建物産売所をた!象に，

E当該r..5舗での!聡買行設!の特徴及び広頭マーケティン

グが購買行動に与える影響及び具体的な対応策を検

討した.

このことは，農産物の販売に際して，生産者，産

地においても商品そのもののの品質向上に加え，

パッケージの工夫やPOPによる情報提示を通して
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消費者ニーズに郎応した販売対応を実施していくこ

との重要性を示唆するものであり，今後は， これら

を踏まえた生産者，産地による主体的な対応が求め

られる.なお，本研究では，消費者が商品選択持に

考慮した情報及びr.5頭マーケティングが商品選択に

与える影響等に関する分析を主体としたものであ

り，消費者の情報処理プロセスにおける情報統合段

階にまで踏み込んだ意思決定方略等の分析は行って

いない 8) 意思決定方略の解析は，今後，分析を進

めていきたい.

また，本調交は， [1長られた被験者を対象に実施し

たものであることから，本分析をとおして得られた

広頭マーケティング、方策の有効性については，実広

舗等での販売データとリンクさせながら定量的な検

WEを行うことが必要である これらについては，今

後の課題としたい

絞り青果物の務良行革bの分i'frとしては，清野ら [5]，

大浦ら [6]，消~~者の;意思決定過程については，

米を対象とした梅本ら [4]，牛肉などを対象とし

た新山ら [7Jがある.

2)被験者の構成は，ヘビーユーザー(fJ2回以上利

バJ): 13名， ミドノレユーザー(Jl2 回 tJ下~2 ヶ

月に l回以上利用): 6名， ライトユーザー (2ヶ

月に l回以 F利用者): 15名であった.なお，年

齢構成は， 30 歳~40 歳代 24t:;， 50 歳~60 歳代

10名であった.

3) *誠3までは，ナックアイマークレコーダ-EMR-8 

を{吏用した.

4) 本来は，プロトコノレデ-yt土，災際の勝良時のデー

タでなければならない しかし一般の消技者を

被験者として依頼していることもあっ，購買I侍の

みでは十分な発話データを得られないという問題

があった(なお，事前に発話の練習を実施するこ

とも試みている.ただし購買i待に発話を何度も

要請することは， IW'W:行動にバイアスがかかるこ

とが懸念されるため実施していない).そのため，

我々は，アイカメラi強像を用いて，購買時と同じ

状況を再現し，そこで再度発話してもらうという

方法を採服した なお，その擦には，あくまでも

自然な発話を得るよう，被験者への誘導的な働き

かけを避けるといった工夫を行っている

5)試験区では，被験者2名が，一度，鱗入を検討し

ているものの「家庭に在燈があるJ，r設自が多す

(168) 

ぎるJの理おで購入を取りやめている.

6)商品の機能や性能だけでなく，人間の感性に訴求

することを重視するマーケティング手法である.

詳細については，小坂を参照のこと [8].

7) この他にも，今回の調査では，伝統野菜(伊I次大根)， 

特別栽培農援物等において， POPによる情報提示

効果を確認している.

8) 意思決定方略に関する代表的な研究として，新iお

ら [7Jがある.
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